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Ａ．目的
　長野県南部に位置する駒ケ根市では、日常生活の中で
騒音など音に関する問題は少なく、静かで過ごしやすい
音環境にあると考えられる。しかし、実際どのような音
環境であり、どのような音風景がみられるのだろうか。
　松本、野坂、北山、他（⚒⚐⚐⚙）̍の調査では、駒ヶ根市
内の音環境は、静かで、比較的肯定的なものと捉えられ
ていることが示唆された。また、駒ヶ根市内でよく聞こ
える音は、自然のものや地域に密着した音であり、その
特色が示された。
　しかし、挙げられた音の中には、不快に感じると思わ
れる音も含まれており、駒ヶ根市内において心地よく感
じる音がどのような場面で聞こえるのか、どのような音
風景がみられるかについては、明らかではない。そこ
で、本研究では、駒ヶ根市内で聞こえる音の中で、心地
よく感じる音とそれらの音が聞こえた場面を調べ、駒ヶ
根市の音風景を提示することとする。

Ｂ．方法
①調査対象者
　駒ヶ根市に⚑年以上の居住経験がある大学生⚗⚓名（男
性⚒⚐名、女性⚕⚓名）。平均年齢⚒⚐．⚘⚘歳（⚑⚙　⚒⚘歳）。
②調査内容
　岩宮、申（⚒⚐⚐⚒）̎を参考に、以下の項目をインタ
ビューによって尋ねた。
ᾇ　駒ヶ根市での居住年数
ᾈ　これまでに住んだ経験のある都道府県名及び市町村
名、居住年数
ᾉ　駒ヶ根市内の音環境に対する意見
ᾊ　これまで駒ヶ根市内で聞こえた音で、心地よく感じ
られた音の種類とその音が聞こえた場所、季節及び時間
帯、その音に対して感じること（複数回答）
③手続き
　インタビューは個別に行い、一人あたりの所要時間
は、約⚒⚐分であった。インタビューは⚒⚐⚐⚙年⚒月から⚔
月に行った。本研究の実施にあたっては、長野県看護大

学倫理委員会の承認を得た（⚒⚐⚐⚙年⚑月⚒⚑日、審査番号
⚒⚓）。

Ｃ．結果
　対象者の駒ヶ根市内での居住年数の中央値は、⚓年
（⚑　⚒⚐年）であった。また、県内出身者は⚔⚕名、県外
出身者は⚒⚘名であった。
①駒ヶ根市内の音環境に対する意見
　「静か」という意見が多く（⚖⚓．⚘⚙％）、「うるさくはな
い」という意見が複数みられた。また、明らかに肯定的
意見を含む回答は、全体の⚑⚙．⚔⚔％であり、明らかに否
定的意見を含む回答は、⚘．⚓⚓％であった。他の回答は、
比較的肯定的な意見を含むものとみなされた。
②駒ヶ根市内で心地よく感じられた音の風景
　延べ⚒⚖⚗の回答が得られた。⚗名以上の回答が得られ
た音は、Table⚑に示す通りであった。以下、回答の多
かった⚕種類の音について示した。
ᾇ　川の音
　「落ち着く」（⚒⚑．⚒⚘％）、「癒される」（⚑⚗．⚐⚒％）、「自
然を感じる」（⚑⚔．⚘⚙％）、「気持が良い」（⚑⚒．⚗⚗％）と感
じたという回答がみられた。場所は、「大田切川」が最
も多く（⚖⚓．⚘⚓％）、「大学周辺」が次に多く挙げられて
いた（⚒⚗．⚖⚖％）。「大田切川」に関しては、「こまくさ」
（⚓⚘．⚓⚐％）、「大学の寮周辺」（⚑⚐．⚖⚔％）が具体的に挙
げられていた。時期は、「こまくさ橋」については、夏
の日中から夜が挙げられ、特に午後の回答が多くみられ
た（⚖⚑．⚑⚑％）。「大学周辺」については、春や夏の朝か
ら午後が多く、春の午後（⚓⚓．⚓⚓％）や夏の午後
（⚓⚓．⚓⚓％）が最も多かった。
ᾈ　風の音（木の葉の音）
　「気持が良い」（⚒⚗．⚙⚑％）、「落ち着く」（⚒⚓．⚒⚖％）、
「自然に囲まれている」（⚑⚖．⚒⚘％）、「季節を感じる」
（⚑⚑．⚖⚓％）という意見が多くみられた。場所は、「大学
の敷地内」という回答が最も多く（⚓⚙．⚕⚓％）、「大学周
辺の道」（⚒⚕．⚕⚘％）が次いで多かった。「大学の敷地内」
では特に、「特定の建物の裏のベンチなどがある空間」
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（⚑⚘．⚖⚐％）が具体的に挙げられていた。その場所での
時期は、春から秋の日中、夕方が挙げられ、夏の午後が
最も多かった（⚓⚗．⚕⚐％）。「大学周辺の道」については、
春や夏の朝や午後、夕方、また、秋の午後が挙げられて
おり、夏の午後の回答が最も多かった（⚓⚖．⚓⚖％）。
ᾉ　鳥の声
　「自 然 を 感 じ る」（⚑⚗．⚑⚔％）、「朝 を 感 じ る」
（⚑⚔．⚒⚙％）、「気持ちが良い」（⚑⚑．⚔⚓％）、「落ち着く」
（⚑⚑．⚔⚓％）という意見がみられた。場所は、「大学の敷
地内」が最も多く（⚒⚘．⚕⚗％）、次いで「大学周辺」が挙
がっていた（⚒⚐．⚐⚐％）。「大学の敷地内」では特に、「大
学の寮周辺」が多く挙げられていた（⚑⚑．⚔⚓％）。時期
は、「大学の敷地内」については、春や夏の朝から夕方
が挙げられ、春の朝が最も多かった（⚕⚐．⚐⚐％）。「大学
周辺」については、春や夏の朝が挙げられており、春の
朝が最も多かった（⚔⚒．⚘⚖％）。
ᾊ　大学の鐘の音
　「季 節 を 感 じ る」（⚑⚕．⚗⚙％）、「時 間 を 感 じ る」
（⚑⚕．⚗⚙％）、「一日の始まりを感じる」（⚑⚕．⚗⚙％）、「好
き」（⚑⚕．⚗⚙％）といった意見がみられた。場所は、「大
学の敷地内」が最も多く（⚘⚔．⚒⚑％）、「大学周辺」
（⚒⚑．⚐⚕％）が次に多く挙げられていた。「大学の敷地
内」では特に、「駐車場、講堂付近」（⚑⚕．⚗⚙％）や「大
学の寮周辺」（⚑⚕．⚗⚙％）、「カリヨン（鐘の鳴る場所）周
辺」（⚑⚐．⚕⚓％）が具体的に挙がっていた。「大学の敷地
内」では、季節にあまり関係なく朝という回答が多かっ
た（⚓⚓．⚓⚓％）。「大学周辺」においては、特定の傾向は
みられなかった。
ᾋ　人の声
　「楽しい」（⚑⚑．⚑⚑％）、「明るい」（⚑⚑．⚑⚑％）、「のどか」
（⚑⚑．⚑⚑％）、「安心する」（⚑⚑．⚑⚑％）、「元気だと感じる」
（⚑⚑．⚑⚑％）といった意見がみられた。場所は、「大学の
敷地内」（⚑⚑．⚑⚑％）や「大学周辺」（⚑⚑．⚑⚑％）が挙げら
れていたが、大半は自分の住んでいる場所であった。時
期については、回答の場所が異なるため、特定の傾向を

示すことはできなかった。

Ｄ．考察
　対象となった大学生にとって、駒ヶ根市内の音環境は
比較的肯定的なものであることが示唆された。また、心
地よく感じられる音は、川の音や風の音、鳥の声などの
自然のものであるだけでなく、人工的な音である鐘の音
も含まれていた。それらの音は、日常の生活圏内である
大学構内や大学周辺の場所で主に聞こえることが示され
たが、川の音に関しては、大学周辺のみならず、駒ヶ根
市内の観光名所の一つであるこまくさ橋という吊り橋が
挙げられていた。
　これらより、駒ヶ根市内に⚑年以上住んだ経験のある
大学生において心地よく感じる音の風景は、こまくさ橋
の川の音や、大学構内の風の音、鳥の声、鐘の音、大学
周辺地域の水の流れる音が挙げられるといえる。特に川
の音は、日本人が最も好む音であり̏、水の流れる音が
聞こえる場所が豊富な駒ヶ根市の音環境は豊かなもので
あることも考えられる。
　しかし、これらの音風景は、大学生において心地よく
感じる風景とはいえるが、一般的なものであるかどうか
は明らかではない。今後は対象を拡げ、どの世代の者に
とっても大切となる駒ヶ根市の音風景を検討する必要が
あるだろう。

Ｅ．引用文献
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